







その他のタイトル Kants Antwort auf die Gottinger Rezension












































































































































































































































































































































































































ていない。 Heidemω171，}{aJ7! und das Problem des me!ajうわ!sischeJ7Jdealis111us. l3erlin 
Walter de Gruyter. 1988. S. 88 
(2) この例としては、ハラミヨ(I-loyosJ aramillo. }{antωzd die Jdealismuψage: Eine 
Unlersuchung iiber J{aJ7!s Widerlegung des Jdealismus. Mainz: Gardezl Verlag. 1995. S 
183-4) や、ターベイン (Turbayne.Kant's Refutation of Dogmatic Idealism. in: The 
Philosoρhical Quarterly 5. 1955. p. 238)などが挙げ、られる。またルセは、 fプロレゴーメナj
だけでなく「第1iJ.1誤謬推理j論のうちにも「物自体そのものjの存在の想定による観念論
者じ問を見出そうとしている (l¥ousset.La doclrine Iwnlienne de /'obJectivite: l'aufoJ1omie 











える論考として以下のものがある。 Mensch，Kant and the 1コroblemof Idealism: On the 











li) 1ゲッテインゲン書iWJからの引用は、以下の PhB)~i rプロレゴーメナjに付3誌とし
て収録されているテクストの頁数を付す。 Kant.Prolegomena zu einer ;'eden !?UJポzgen





















(Henry Allison. KanピsCritique of Berkeley. in Journa! 0/ the Ihstory 0/ Plziloso戸hy1. 
1973.) 。この帰結は、 f主主粋草H'I~I:の担t'I'IJJ において経!段の可能性を追求し、それによって学
としての自然学を基礎づけようとするカントにとって看過できないものである。
なおメンシュもまた f第四誤謬tm珪u論に関連して「実在性J概念に注目しているが、

























論の議論は 1~~ 1I{t1 さを欠くことになる。
(17) 注2を参照。
(18) 注 lで、挙げたハイデマンがその典型である。
67 (14) 
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